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Abstract : During the tonic period of rapid eye movement (REM) sleep, deviant stimuli elicited a P200 and a
late positive wave peaking at 380 ms after stimulus onset. The P200 was more anteriorly and the late positive
wave was more posteriorly distributed than the P300 in wakefulness. The amplitude of the late positive wave
was larger in the attend condition than in the passive condition. During the sleep onset period, deviant stimuli
elicited a P200 and a P400. The P400 was more posteriorly distributed than the P300 in wakefulness. The
amplitude of the P400, however, did not differ between the attend and the passive conditions. Our findings
suggest that the late positive wave in the REM tonic period resembles the P400 in the sleep onset period but
these components are modulated differently by attention.
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はじめに
　ヒトの意識水準は入眠に伴って低下するが，外界に対する注意機構は失われるわけでなく，睡眠中
も持続的に機能していることが示されている．中でもREM (rapid eye movement) 睡眠期の心理・
行動特性は，覚醒時の水準に近いと考えられており，外部刺激に対して行動反応することが出来ると
いう報告や，夢見体験という精神活動が多く報告されている (例えばAserinsky & Kleitman, 1953;
Dement & Kleitman, 1957; Jouvet et al., 1959)．しかし，脳波パタンは，入眠期の睡眠段階1に
近く，低振幅で不規則な状態である．また，入眠期にも，入眠時心像と呼ばれる心理体験が生じるこ












かった場合や，刺激を無視した状態では，P300は出現しない (Hillyard et al., 1971)．
　REM睡眠中には，オドボールパラダイムを用いたNiiyama et al. (1994) やBastuji et al. (1995)
によって，P300様の後期陽性成分の出現が確認されている．この陽性成分は，覚醒時に比べて振幅
が低く，Bastuji et al .(1995)の研究では，潜時も遅れていたことから，覚醒中に見られるP300と
同一の成分かどうか議論がなされてきた．これに対して，Cote & Campbell (1999a)は，強度が大
きく逸脱した刺激を標的刺激として，潜時300ms付近で頭頂部優位のP300を記録し，覚醒時の成
分と同一であるとした．しかし，Cote & Campbell (1999a, 1999b) を含め，これまでに報告され
ているP300様の後期陽性成分は，頭頂部だけでなく，後頭部にも広がっている (Niiyama et al.,
1994; Bastuji et al., 1995)．このような頭皮上分布の違いを考慮すると，この成分が覚醒中のP300
と同一の成分であると断定することは難しい．一方，周波数を変化させた標的刺激ではP300を含む






Sallinen et al. (1996)は，phasic期よりも tonic期の後期陽性成分が大きいことから，phasic期の
方が外的環境の変化に対する感受性が低下しているとした．一方，phasic期に鮮明な夢を見ている
可能性が高いと言われており (Dement & Kleitman, 1957)，夢見にREM睡眠中の注意資源が割り



























　標準刺激1000 Hz (90％)，逸脱刺激2000 Hz (10％) の純音を用い，イヤホンを両耳に固定して





















体電気抵抗は5 kΩ以下とした．生体信号は，生体現象用増幅器 (NEC製BIOTOP６R12-4) で増
幅し，多用途脳波計 (日本電気三栄製1A97型) によって紙記録すると共に，パーソナルコンピュー
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注意条件 無視条件注意条件 注意条件 無視条件
分　析





































効果が認められ，注意条件の方が無視条件よりも振幅が大きかった (F (1,9) = 12.38, p < .01)．条件
ごとにみると，注意条件では部位 (F (4,36) = 8.61, p < .001) の効果が有意で，多重比較よりCz，
PzがO1，O2より有意に高振幅だった．
　REM tonic期 (急速眼球運動なし) では，逸脱刺激に対し，前頭・中心部優位にP200が見られ，
後頭部優位に後期陽性成分が見られた．分散分析の結果，P200に条件差は認められなかったが，注
意条件で比較すると，刺激 (F (1,9) = 12.70, p < .01) と部位 (F (4,36) = 11.74, p < .001) の主効果が
有意で，多重比較により，Fz，Czの振幅が他の部位よりも大きかった．無視条件では，部位と刺激
の交互作用が有意で (F (4,36) = 10.98, p < .001)，Fz，Czの振幅が他の部位よりも大きかった．後
期陽性成分は，条件の効果が有意 (F (1,9) = 9.19, p < .05) だった．注意条件では，刺激 (F (1,9) =
6.59, p < .05) と部位 (F (4,36) = 20.16, p < .001) の効果が有意で，多重比較によりPz，O1，O2の
振幅がFz，Czよりも大きかった．無視条件では，部位 (F (4,36) = 10.04, p < .001) の主効果が有意
で，Pz，O1，O2の振幅が他の部位よりも大きかった．
　覚醒期のP300とREM tonic期の後期陽性成分について，条件をプールして頂点潜時を比較する




　REM phasic期 (急速眼球運動あり) では両条件で顕著なERP成分は見られなかった．





























(P420，P450とも呼ばれる) が出現することが確認されている (Nielsen-Bohlman et al., 1991;




う知見 (Harsh et al, 1994) や，睡眠段階2でK-complexの成分であるN550振幅が大きくなると

















　睡眠段階判定：脳波段階の判定は，5段階の脳波段階 (Hori et al., 1994) を用いた．脳波段階1










両条件で段階の主効果が有意だった (注意条件: F (3,21) = 15.15, p < .001; 無視条件: F (3,21) = 9.14,
p < .001)．下位検定の結果，注意条件では，覚醒期，脳波段階1，2の振幅が，脳波段階3，4，5の
振幅より大きく，無視条件では，覚醒期，脳波段階1，2，3の振幅が脳波段階4，5より大きかった．
部位の効果も認められ (注意条件: F (4,28) = 19.42, p < .05; 無視条件: F (4,28) = 4.66, p < .05)，下位
検定の結果，注意条件ではFz，CzよりPzで振幅が大きかった．覚醒期，脳波段階1，2で条件の効
果が認められた (覚醒期: F (1,7) = 26.76, p < .001; 脳波段階1: F (1,7) = 7.47, p < .001; 脳波段階2: F
(1,7) = 9.89, p < .01)．
　P200振幅は，両条件で段階の効果が認められ (注意条件: F (2,14) = 26.02, p < .001;無視条件: F
(2,14) = 36.41, p < .001)，下位検定の結果，注意条件では，覚醒期，脳波段階1，2より脳波段階
3，4，5で有意に大きく，無視条件では，覚醒期，脳波段階1，2，3より脳波段階4，5で有意に大












































　P400振幅は，両条件で刺激の効果が認められた (注意条件: F (1,7) = 41.31, p < .001;無視条件: F
(1,7) = 30.93, p < .001)．また部位の効果も有意で (注意条件: F (2,12) = 44.53, p < .001; 無視条件:







行研究と一致していた (堀他, 1999; Winter et al., 1995)．このことは，入眠によって，覚醒期から
睡眠期特有の情報処理過程に切り替わっていることを示唆している．
図3 入眠期と覚醒期のERPの比較




効果を報告したHarsh et al. (1994) の研究では，睡眠段階1をα波期，平坦期 (1A) と平坦期以降































分析を行った研究 (Niiyama et al., 1995, Salisbury et al., 1992, Winter et al., 1995) ではP400の
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